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2015年 9月 8日から 12日まで、イタリア共和国
のローマで開催されました第 15回世界脳神経外科
学会中間会議（15th Interim Meeting of the World Fed-
eration of Neurosurgical Societies : WFNS）に参加し、
発表の機会を得ましたので報告いたします。この学
会には、当教室主任教授の河野道宏先生、当大学茨
城医療センター脳神経外科の一桝倫生先生とご一緒
させていただきました。
世界脳神経外科学会連盟（WFNS）は世界各国の
脳神経外科学会の連盟として組織され、5大陸より
110を超える国、30,000人を越える脳神経外科医が
会員となっている本領域最大の国際団体です。脳神
経外科領域の代表疾患であるクモ膜下出血の重症度
分類を公表しており、「WFNSの分類」として国際
標準となっていることからも、その影響力の大きさ
が伺えるかと思います。同連盟は 4年に一度の学術
集会およびその中間の年に、中間会議（Interim 
Meeting）を開催しており、今回の中間会議は 2013
年大韓民国ソウル、2017年トルコ共和国イスタン
ブールでの学術集会の中間会議として開催されまし
た。中間会議は、当初は学術集会開催地の決定など
を行っていたものであり、現在も学術集会としての
側面とともに、今後の開催地決定の選挙など学会運
営業務も行われております。
今回の学会では、当教室からの 3名ともに口演発
表の機会が与えられました。河野教授は世界屈指の
症例数を誇る聴神経腫瘍の手術経験を、一桝先生は
昨年には和文でも発表された trigeminocerebellar 
arteryと呼ばれる非常に稀な血管による三叉神経痛
の手術経験を口演発表されました。私自身は、一昨
年までの留学先である米国フロリダ州フロリダ大学
微小外科解剖研究室の研究データを用い、脳幹部手
術と当教室が国内有数の手術数を誇る側頭骨手術に
関して、口演とポスターでそれぞれ発表させていた
だきました。会場数の多さとテーマの類似した発表
が各会場に分散していたことからか、口演発表会場
はやや閑散とした印象でしたが、背景の全く異なる
各国の脳神経外科医がお互いの国内事情を理解し合
いながら活発に討論を行う姿は、世界学会ならでは
の心動かされるものでした。ポスター発表は、近年
多くの学会が取り入れているデジタルポスターを採
用しており、会場に設置されたモニターを用いての
閲覧形式でした。メッセージ機能にて質疑応答も行
えるよう設定されておりましたが、可能であれば、
学会期間前より自身のインターネット端末（パソコ
ンやタブレット機器など）でも閲覧でき、会場では
演者にも直接質問できるような配慮をして頂ければ
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と感じました。
今回の学会では、日本脳神経外科学会の主導の下、
2021年開催予定の次々回学術集会の日本への招致
活動も行われており、私達も学会に参加した日本人
脳神経外科医の一員として、微力ながら協力させて
いただきました。残念ながら日本への誘致は叶いま
せんでしたが、今回の補佐を通して、多くの日本人
脳神経外科医の先生方とお話しさせていただき、僅
かながら運営業務という中間会議特有の側面に触れ
られたことは、私にとって貴重な経験となりました。
今回、学会に参加して、自身の研究成果を多くの
研究者と共有、討議することで、自身の研究の意義
を振り返り、国際学会参加の意義を実感する事がで
きました。また異なる背景を有する諸国の脳神経外
科医の発表は、着眼点から考察に至るまで私にとっ
て新鮮なものであり、国内学会では経験できない多
くの驚きを与えられました。海外に友人とも呼べる
脳神経外科医が増え、また国内学会ではなかなかお
話しする機会の得られない著名な日本人の先生方と
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お話しさせていただけたことも、国際学会ならでは
の経験ではなかったかと思います。悲痛なニュース
も多く耳にする国際情勢の不安定な昨今ですが、今
後も多くの領域でこのような世界学会が安全に開催
されますことを切に願っております。最後になりま
したが、このような貴重な経験を得ることができ、
日頃より臨床・経験においてご指導いただいている
脳神経外科教室の先生方、八王子医療センターの皆
様、そして本学関係各位に厚く御礼申し上げます。
